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本

月

の

納

税

固

定

資

産

税

分
四
期

12月末市の人口

人

う
な
額
が
参
詣
別
に
股
と
弦
の
楚
よ
り
鈎
の
寸
法
は
若
し
た
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
乙
の
額

-
1

者
の
目
指
1

引
き
干
(
所
与
の
既
知
数
)
長
い
。
乙
の
場
の
よ
う
に
問
燭
の
み
を
掲
げ
た
も
の
は

財
日
き
ま
す
。
合
、
銅
、
股
、
弦
、
円
の
直
径
は
各
い
最
も
白
い
形
式
で
、
日
本
の
数
学
史
上

化

軍

績

の

大

き

さ

く

ら

か

υ

と
あ
り
去
す

0

2

屯
な
も
の
で
す
。
ま
た
新
谷
藩
士
の

は
聞
は
縦
七
五
・
五
日
本
独
特
の
高
度
な
数
学
、
即
ち
和
学
聞
に
つ
い

Zの
熱
意
の
一
宮
知

刊

額

糎

、

横

一

O
九
算
は
、
江
一
戸
時
代
に
特
に
め
ざ
ま
し
く
る
よ
ピ
も
好
資
料
三
一
玄
え
ま
す
。
こ
の

計
算
糠
、
新
谷
蓬
土
発
達
し
て
百
件
数
学
を
越
え
る
域
に
遠
他
に
郡
中
稲
荷
神
社
に
新
谷
市
清
士
が

町
宮
の
奉
献
し
た
も
し
ま
し
た
。
ま
た
数
学
者
は
自
分
の
苦
寛
政
九
年
(
一
七
九
七
年
)
奉
献
し
た

制
調
の
で
、
次
の
よ
心
研
究
し
た
算
砲
を
社
寺
に
奉
献
し
て
喜
一
一
回
が
あ
り
ま
す
。

洲

問

う

な

意

味

の

事

敬

謝

の

煮

詰

ι
捧
げ
る
と
と
も
に
、
同
学
一
(
市
教
委
社
会
教
育
課
)

・

丈

幻

が

記

さ

れ

て

い

者

へ

の

告

知

を

は

か

っ

た

り

し

た

も

の

一

:

A
S

ま

す

で

す

。

、

一

お

す

す

め

番

組

今
、
三
角
形
日
本
に
遺
っ
て
い
グ
額
、
世
に
一
斉
う
一

新

谷

の

金

比

羅

主

義

絢

)

で

、

岡

の

「

毒

事

」

は

日

本

草

史

学

会

の

一

子

ど

も

の

す

こ

や

か

様
の
一
一
局
い
右
撃
一
)
二
股
ょ
う
長
命
の
一
一
一
口
あ
て
い
る
も
の
は
約
四
重
あ
り
一
な
成
長
の
た
め
に

界
的
J

切
る
と
拝
殿
ト
ー
ー
一
を
入
れ
る
も
の
が
あ
&
単
一
す
が
、
こ
の
額
は
天
間
八
年
(
一
七
一
子
ど
も
は
テ
レ
ビ
が
好
き
で
す
。
し

が
あ
り
、
そ
の
右
針
乃
ち
三
円
の
径
は
等
分
八
八
年
)
の
約
百
八
十
年
前
の
も
の
で
一
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
影
響
は
み
〈
き

手
前
に
絵
馬
殿
が
で
あ
る
(
直
径
は
等
し
い
)

0

な
お
天
日
本
最
古
十
画
中
第
九
伎
で
、
本
県
で
一
ノ
¥
い
ろ
い
ろ
論
議
の
種
に
な
り
ま
す

建
っ
て
い
て
、
そ
円
の
中
心
か
ら
地
円
の
中
心
に
写
也
斜
は
一
一
十
五
面
中
最
古
の
も
の
で
す
。
一
し
か
し
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、
ブ

の
中
に
写
糞
の
よ
線
は
苔
千
(
所
与
の
既
知
数
)
で
あ
る
額
は
一
般
に
問
題
、
答
、
解
き
万
が
£
一
一
フ
ス
面
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
た
い

1
U
H
H
H
H
I
H
i
l
l
-
H
l
u
H
H
H
H
H
H
1
H
H
H
U
H
U
H
-
u
u
H
H
u
l

一
せ
つ
で
す
。
安
心
し
て
一
見
せ
ら
れ
る
番

一
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
-
こ
の
よ
う
な
事
故
は
、
猟
期
終
了
後
一
組
、
す
こ
や
か
な
成
長
に
役
だ
っ
番
組

三
一
二
輪
車
を
運
転
す
る
人
は
、
寒
い
暑
一
銃
と
た
ま
を
正
し
く
保
管
す
る
こ
と
に
一
が
い
ろ
い
ろ
と
く
ふ
フ
さ
れ
て
い
ま
す

ヵ
ー
一
い
に
か
ら
妻
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一
よ
っ
て
防
げ
る
も
の
で
す
。
了
幼
児
の
喪
主
情
撲
を
一
一
育
て
る
だ

け

m
一
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
り
自
ら
富
互
譲
を
所
持
す
る
人
は
、
次
の
こ
と
一
め
に
μ

D

m
一

守

り

ま

し

ょ

う

。

一

を

じ

ゅ

主

F

ル
守
っ
て
銃
や
た
主
義
一
躍
は
歌
っ
た
り
、
古
っ
た
り
な

L

4

m

一
ま
だ
所
持
し
て
い
な
い
人
で
希
望
さ
一
管
し
、
憲
章
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
一
ど
の
容
の
な
か
で
書
し
て
い
き
ま

t
m
一
れ
る
方
は
、
霊
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
一
意
し
て
く
だ
さ
い
コ
一
す
。
放
送
は
そ
の
き
っ
か
け
を
豊
か
に

ド
一
運
霊
媛
県
本
部
で
も
あ
っ
せ
ん
し
て
一

V
疋
し
い
保
管
方
法
一
提
供
し
ま
す
。

vy

一
お
り
ま
ず
か
ら
、
大
洲
地
区
安
全
協
会
一

O
銃
に
た
ま
を
こ
め
た
ま
ま
保
管
し
一
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

コ

物

一

(

警

察

署

内

)

へ

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

一

示

。

一

総

合

一

ア

レ

ピ

月

1
土
前
一
つ
、

ド

m
一

ぃ

。

一

O
銃
の
一
一
入
れ
は
、
た
ま
の
な
い
こ
一

O
五
1
一
O
、
三
O

車

縦

一

J

一
と
を
確
か
め
て
か
ら
す
る
ο

一
月
、
火
H
ブ
1
フ
l
ワ
l
、
千
う

和

初

一

い

じ

一

員

と

た

ま

ま

:

つ

も

別

な

と

こ

一

た

い

っ

ぱ

い

、

十

お

は

そ

い

つ

ば

幹

初

一

一

銃

と

た

ま

は

一

』

L

一

三

一

、

一

ろ

に

置

き

、

か

ざ

い

ま

け

て

厳

重

下

、

金

H

な

ん

に

も

な

い

く

に

、

十

一

一

一

こ

保

管

す

る

。

一

ど

う

ぶ

つ

さ

ん

こ

ん

に

ち

は

、

月

1
土

一

別

に

し

て

一

j
主
事
T

一

一

，

一

O
銃
や
だ
ま
の
皆
『
場
所
の
か
星
川
フ
た
の
え
ほ
ん
。

一

一

い

つ

も

銃

の

所

持

者

が

管

理

す

る

一

「

ピ

ァ

ポ

・

ピ

ァ

ポ

ボ

ン

ボ

ン

」

一

ブ

ジ

昭
組
四
十
一
年
中
、
交
通
事
故
で
死
一
二
月
十
五
日
で
狩
猟
期
闘
が
終
り
ま
一

O
家
族
や
子
ど
も
た
ち
が
銃
に
絶
対
一
オ
第
一
、
月
i
土
前
九
、
三
了
九
、

亡
し
た
百
五
十
人
の
之
、
二
輪
車
運
一
し
た
。
議
選
り
ま
す
と
、
と
か
く
一
に
言
ふ
れ
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ
一
四
五

転
中
、
ま
た
は
同
乗
中
の
者
如
何
回
十
四
一
銃
や
た
ま
(
残
火
薬
類
)
の
取
扱
い
や
一
か
ら
注
意
し
て
お
く
。
一
幼
児
の
雪
走
楽
し
い
歌
や
音
楽
を

人
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
保
管
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
一

O
分
解
の
で
き
る
銃
は
、
分
解
し
て
一
放
送
し
議
し
ま
せ
な
が
ら
音
楽
教
育
に

内
容
的
に
み
ま
す
と
、
一
語
車
運
転
一
昨
年
は
、
全
国
で
狩
猟
期
間
外
に
八
一
保
管
す
る
。
一
役
立
て
ま
す
。

中
死
亡
し
た
四
十
四
人
の
う
ち
、
頭
部
一
十
件
の
事
件
や
事
故
が
碧
亡
、
死
者
一

O
使
い
残
り
と
の
無
煙
火
薬
、
黒
色
一
「
お
話
で
て
こ
い
」
ラ
ジ
オ
第
一
、

損
傷
が
直
接
原
因
と
な
っ
た
も
の
は
三
一
一
一
一
十
九
人
、
傷
者
十
五
人
伊
出
し
て
い
一
州
用
火
薬
な
ど
は
、
変
質
し
な
い
一
月
i
水
前
九
、
四
五
1
九
、
五
八

一
士
ニ
人
で
二
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
の
一
ま
す
。
こ
の
内
訳
は
一
安
全
な
場
所
に
保
管
し
、
?
な
一
塁
の
昔
ば
な
し
ゃ
世
界
各
国
の
民

一
七
十
五
%
を
占
め
、
と
く
に
こ
の
三
十
一

O
自
殺
二
七
件
一
っ
た
も
の
は
で
き
る
だ
け
廃
棄
す
一
話
な
ど
を
放
送
し
ま
す
。

一
三
人
の
う
ち
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
肩
用
し
て
一

O
銃
に
よ
る
犯
罪
一
三
件
↑
る
。
(
慎
一
長
ス
ポ
ッ
ト
)
一
「
チ
ク
と
タ
ク
」
ラ
ジ
オ
第
一
、

一
い
た
も
の
は
、
わ
ず
か
一
天
の
み
で
し
一

O
子

ど

も

の

手

遊

び

に

よ

る

爆

発

、

一

一

前

九

、

四

五

1
九
、
五
八

一
た
。
こ
の
よ
う
な
状
混
か
ら
昆
て
、
一
手
入
れ
中
の
暴
発
な
ど
に
よ
る
受

!

i

ワ
ニ
の
チ
ク
と
海
賊
タ
ク
の
物
語
で

一

こ

れ

ら

の

犠

牲

者

が

、

も

し

、

ヘ

ル

メ

一

傷

事

故

一

色

件

幼

児

た

ち

が

そ

〈

聞

く

主

に

、

一
ァ
ト
を
完
全
に
着
装
し
て
い
た
な
ら
、
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
原
因
自
然
に
善
悪
の
判
断
が
で
き
る
よ
う
に

一

相

当

数

の

者

が

救

わ

れ

た

と

考

え

ら

れ

一

と

し

て

は

、

し

て

い

き

ま

す

。

一
ま
す
。
こ
の
た
め
、
愛
媛
県
で
は
一
戸
通
一

O
銃

と

た

ま

の

保

管

万

仲

間

か

ぶ

く

な

「

ジ

ャ

ン

グ

ル

タ

ロ

l
」
ラ
ジ
オ
一

一

一

事

故

に

よ

る

死

亡

率

の

最

も

高

い

頭

部

一

い

。

金

前

九

、

四

五

i
九
、
五
八

一
受
蕩
を
紡
ぐ
目
的
で
、
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一

O
子

ど

も

た

ち

の

好

奇

心

「

チ

ピ

ク

コ

わ

ん

ち

む

ん

」

ラ

ジ

オ

一
着
用
選
動
」
を
一
一
月
一
日
か
ら
-
二
月
三
一

O
密

猟

中

の

間

群

発

第

一

、

土

前

九

、

四

五

1
九
、
五
八

一
十
一
臼
ま
で

ω二
か
月
問
、
強
力
に
推
一
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

3

N

H

K

番
組
よ
り
社
会
教
育
課

も
れ
て
い
る
人
出
剖
明
剖
剣
リ
寸
什
州
U
J
1

て
、
給
合
開
発
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
さ
き
の
農
林
振
興
委
員
会

の
答
申
に
も
あ
る
よ
う
に
農
用
地
の
開

怖
を
進
め
る
方
針
を
悶
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
も
こ
の
方
向
を
示
す
も
の

で
、
司
体
営
に
よ
る
事
業
、
ま
や
/
謁
僕

の
大
き
い
も
の
は
県
営
と
す
る
な
ど
り

方
法
も
検
討
中
で
す
。

※

開

rm
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
は
、
農

地
か
一
造
成
し
、
農
業
経
営
規
模
を
拡

大
し
て
農
業
構
造
の
改
善
、
自
立
経

営
の
育
戒
を
凶
る
と
と
も
に
、
既
耕

地
に
求
め
る
こ
と
の
困
難
な
拡
大
さ

れ
た
規
模
に
お
け
る
モ
デ
ル
農
業
経

尚
の
創
出
を
凶
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
↑
。

日ド
i

川
の
農
地
つ
く
る

み

か

ん

で

自

立

経

営

め

ざ

す

山
林
や
荒
砕
を
開
桁
し
て
果
関
な
ど
者
栽
湾
す
る
四
四
rmベ
イ
ロ

Y
ヘ
ド
事
業
(
モ
デ
ル
明
rm)
が
、
昭
和
四

十
二
年
度
に
上
酒
税
の
村
春
地
反
で
造
工
に
な
り
ま
す
こ

日
必
が
国
庫
補
助

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
ο

一

た
と
え
ば
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一

一
目
、
戦
没
者
の
父
ま
た
は
母
が
弔
一

慰
金
五
万
円
を
受
給
さ
れ
、
そ
の
後
一

公
務
扶
助
斜
、
遺
族
年
金
、
給
与
金

な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、
昭
和
四

十
生
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
死
亡
さ

れ
た
場
合
、
現
行
で
は
受
給
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
が
、
改
正
に
よ
っ
て
戦

没
者
の
兄
弟
、
姉
妹
に
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

児

童

館

幸

楽

園

菅
田
保
育
所

工
事
の
完
成
近
い

心
身
障
害
者
の
た
め
の
施
設
H

幸
楽
園

μ
1
西
大
洲
!
(
上
)
と
犬
竹
、
宇
津
両
保
育
所

の
廃
止
、
統
合
を
機
会
に
新
築
す
る
菅
間
保
育
所
(
下
)

永
久
選
挙
人
名
簿
の
手
九
申
出
は
三
月

(32) 

トをかぶるヘルメ f

(昭和41年11月3日指定)

結
婚
の
相
談挙
式
は

結
婚
相
談
所
へ

相
談
員

島
田
カ
ス
ヱ



秒

待

Jし、

の

な
ど
、
ち
う
す
ぐ
に
や
っ
て
く
る
春
へ

の
準
備
伊
、
車
自
に
す
ま
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

口

二

足

は

衣

類

の

買

い

時
ど
こ
の
お
一
回
で
も
二
月
は
商
業
活
動

が
に
ぶ
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
大
売
り

出
し
伊
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
に
冬
物

-

-

一

掃

な

ど

の

売

場

が

多

い

よ

う

で

す

。

市

民

税

、

県

民

税

の

申

告

時

期

に

な

一

る

一

民

税

、

変

動

所

得

、

臨

時

所

得

申

一

一

家

族

の

一

年

間

の

衣

類

計

間

に

合

わ

せ

り
ま
し
た
。
乙
の
申
告
が
し
な
い
と
、
一
①
所
得
控
除
;
:
雑
損
控
除
、
医
療
一
告
書
H
9提
出
し
て
-
く
だ
さ
い
。

一

一

て

う

ま

〈

利

用

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

た

一
部
の
所
得
控
除
や
税
額
控
除
が
な
く
一
費
控
除
、
社
会
保
険
斜
控
除
、
生
一
口
七
の
た
め
、
所
得
税
の
確
定
申
告

一

一

だ

安

い

か

ら

と

い

っ

て

無

計

聞

に

買

'

フ

不
利
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
次
の
こ
と
が
一
命
保
険
斜
控
除
一
書
に
η
住
民
税
に
関
す
る
事
項
υ

庭
か
ら
発
生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
一
と
く
に
屋
外
で
の
た
き
火
、
喫
煙
を
一
て
い
る
者
選
痘
に
よ
り
障
害
一
一
一
面
1
3月
初
日
一
こ
と
は
考
え
も
の
で
す
し
、
品
物
が
ほ

ら

を

た

し

か

め

て

二

一

月

十

五

日

ま

で

に

一

②

税

額

控

除

老

年

罪

蔭

、

障

一

標

設

け

ら

れ

た

の

で

該

当

す

る

す

。

て

な

い

こ

と

。

一

を

き

た

す

お

そ

れ

が

あ

る

者

一

喜

多

幼

稚

園

一

回

1
2
月

日

7
と
う
に
安
い
か
ど
っ
か
も
見
き
わ
め

必
ず
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
。
一
害
者
控
除
、
事
控
除
、
勤
労
学
一
人
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

O
家
庭
に
お
け
る
火
災
の
原
因
の
ほ
と
一

O
寝

た

ば

こ

富

粛

す

る

と

と

も

に

、

一

旨

寝

室

一

一

面

1
3月
百
一
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
ど
も
の
霊

童

巴

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

人

一

生

控

除

一

語

、

〈

わ

し

い

こ

与

税

務

課

へ

ん

品

、

日

常

署

長

け

る

を

火

の

つ

い

た

在

主

Z
7所
一
挙
闘
は
午
後
一
一
一
可
可
一
一
一
室
。
と
も
十
分
考
え
て
買
わ
な
い
と
、

室

量

申

告

書

を

提

出

し

な

一

な

お

、

青

事

業

専

従

事

与

一

お

問

い

防

直

ド

の

取

扱

い

に

た

い

す

る

不

注

意

、

不

一

の

思

へ

置

い

た

ま

ま

、

iz--32、一
時

三

十

三

。

一

か

え

っ

j
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

い

人

で

一

額

ま

た

は

事

業

専

従

者

控

除

額

な

一

。

始

末

に

よ

る

も

の

で

す

。

へ

行

か

な

い

乙

と

。

一

検

診

1
3
月
省
、
一
富
男
壁
画
完
了
の
と
き
、
一
乙
ん
な
場
合
家
族
の
寸
法
表
委
モ

①

昨

日

号

事

十

一

日

吋

守

算

す

る

フ

ヰ

告

訴

町

放

送

出

福

一

一

弔

問

一

一

一

一

時

一

日

一

般

人

諸

問

臨

時

一

。

持

H
u
-
-
J作品
川

町

一

日

村

山

花

開

1
4
d
u
E
F自

②
昨
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
一
マ
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
一
大
洲
市
お
は
な
は
ん
放
送
己
芯
事
業
哨
烈
日
号

4

号

訴

バ

叶

凶

器

A
~
b
i
-
E
z
-
-
Z
F
E
E
z
e
-
-前
E
e
-
-
Z
E
E
-
E
z
-
-
=
=
-
E
F
E
z
-
-
i
一O
風
呂
場
カ
マ
ド
、
い
す
の
附
近
一
※
富
は
午
後
一
賢
一
干
分
か
ら
二
一
一
り
・
腹
自
り
・
肩
甲
臨
・
背
幅
・

缶

詰

…

一

正

諮

問

昌

一

世

話

一

一

長

界

一

一

一

三

一

一

一

一

一

二

時

間

一

一

一

一

一

民

主

託

子

宮

古

即

日

れ

で

一

部

九

日

一

日

日

訪

れ

MEm-詳し
U
一

宮

市

町

長

γ
っ

こ

悼

す

一

fMiyp
日

明

判

時

間

…

一

1
日

間

以

下

』

必

ず

火

元

喜

一

ジ

フ

テ

リ

ア

百

日

ゼ

一

呼

び

か

け

一

口

一

一

周

の

う

ま

い

魚

と

受
け
よ
っ
守
る
人

7
L包の
あ

え

は

H

一

写

の

京

都

議

」

町

あ

防

i

u

j

r

響
粧
品
9

川

船

析

…

一

認

す

る

こ

と

ま

一

キ

定

期

予

防

接

種

一

大

洲

寄

引

揚

者

会

で

は

市

内

一

野

菜

マ
申
告
す
れ
ば

5
t
z
H日目
立

一

日

開

盟

諸

消

一

一

軒

…

~

一

一

一

一

8

州

t
…

一

。

結

盟

諸

目

立

一

ア

グ

ア

F
自

主

混

合

一

宮

諮

問

時

一

加

長

時

間

前

十

日

推

せ

ん

の

要

領

は

、

一

肩

書

ま

一

一

化

の

年

輪

と

自

然

の

恩

恵

が

か

み

し

一

害

を

も

た

ら

し

や

す

く

、

と

く

に

成

了

、

は

じ

め

て

接

種

を

受

け

る

者

(

一

の

窓

会

役

員

へ

聞

込

む

よ

う

呼

び

か

け

一

章

技

術

が

進

歩

し

て

、

季

節

高

わ

で
に
児
童
基
に
あ
っ
て
は
教
育
委
一
一

SS35ssgssssssss55sshsssss
一
寝
中
に
は
焼
死
者
の
出
る
察
官
一
自
免
疫
)
は
三
回
の
接
種
が
必
一
て
い
ま
す
。
一
ず
、
一
年
中
た
い
て
い
の
食
品
事
に

員
会
学
校
教
育
課
へ
、
一
一
一
通
報
し
て
い
た
だ
い
た
人
の
住
所
、
一
民
の
良
識
を
結
集
し
て
通
報
制
度
に
一
の
で
‘
家
族
ぐ
る
み
で
火
の
始
末
主
要
で
す
。
一
こ
れ
は
、
引
傷
者
間
体
の
運
動
が
み
一
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

査

ト

草

野

村

山

一

一

無

謀

ダ

ン

プ

し

め

出

せ

一

持

-HUれれ

U一協
力

は

は

ド

l

b
日
時
れ
れ
れ
一
パ
ケ
Y
を

需

了

四

日

r
u
i
u
u
u
r一
計
糾
に
日
訪
日
将
司
一
し
が
し
魚
に
せ
よ
、
野
菜
に
せ
よ

町

っ

て

-

く

だ

さ

い

。

一

一

一

匿

名

で

も

け

っ

乙

う

で

す

。

)

一

一

し

て

お

く

乙

と

。

一

生

ま

れ

た

者

で

初

回

議

案

了

一

そ

の

権

利

を

確

保

し

ょ

う

と

い

う

も

の

一

や

は

り

そ

の

、

季

節

季

節

の

し

ゅ

ん

が

訴

推

せ

ん

警

に

袋

署

一

一

違

反

車

両

摘

発

に

通

報

制

度

一

O
警

察

で

の

処

置

一

心

配

ご

と

法

律

一

1

1

1

1

1

一

し

て

い

な

単

一

で

す

。

す

も

の

で

す

。

一

事

ろ

ト

マ

ト

を

行

ん

者

の

住

所

、

氏

名

、

一

一

一

市

民

の

み

な

さ

ん

か

ら

通

報

妻

、

一

一

定

期

種

痘

7
、
追
加
免
疫
(
初
回
免
疫
を
す
ま
一
乙
の
補
償
金
の
交
付
事
務
長
、
引
一
食
べ
て
も
昧
気
な
い
も
の
で
す
し
、
冷

善
生
年
月
日
、
性
別
長
一
一
宮
途
上
の
け
な
気
菌
量
一
瞬
一
望
し
て
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
社
一
け
た
撃
で
は
、
内
容
に
応
じ
て
次
一
人
権
相
談
一
一
し
て
一
年
か
経
過
し
た
者
)
一
揚
者
団
祭
実
態
調
査
を
行
な
っ
た
証
一
義
の
か
つ
を
の
お
さ
し
み
な
ど
も
ぱ

戸
業
ま
た
は
学
校
名
、
学
一
一
に
し
て
死
の
旅
路
に
連
れ
去
っ
た
、
愛
一
会
義
乙
う
と
、
通
報
制
度
を
実
施
す
一
の
処
置
を
と
'
り
ま
す
。
一
一

O
該

当

者

一

4
年
の
春
に
行
な
っ
た
予
防
接
種
一
印
が
い
る
の
で
、
当
団
体
へ
の
手
続
き
一
っ
と
し
ま
せ
ん
。

一切
i

年
そ
れ
に
善
行
の
具
体
一
↑
知
県
で
の
ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
交
通
事
一
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
①
立
件
処
置
す
と
き
雪
干
目
、
午
後
一
時
一
①
第
一
期
一
塁
回
に
わ
た
り
完
全
に
(
初
回
一
が
必
要
な
わ
け
で
す
。
一
さ
て
二
月
の
お
魚
で
お
い
し
い
の
は

年
襲
警
記
載
し
て
く
一
一
種
、
私
た
ち
に
ま
だ
新
し
い
記
憶
と
亘
書
容
一
悪
質
な
も
の
は
、
捜
査
を
行
な
い
一

1
午
後
四
時
、
当
日
が
土
一
昭
和
社
、

7
、
1
1昭
和
4
、
ロ
一
免
疫
)
受
け
た
者
と
、
え
ま
で
一
(
在
外
資
産
と
は
、
有
形
、
撃
の
旦
や
は
り
、
近
海
物
の
た
い
・
ひ
ら
め
・

少
だ
さ
い
。
そ
れ
に
は
推
一
一
し
て
残
一
っ
て
い
ま
す
。
一
日
常
生
活
童
じ
て
ダ
ン
プ
カ
ー
一
検
挙
し
ま
す
。
一
曜
、
日
曜
に
あ
た
る
と
き
一
目
、
に
出
生
し
た
者
と
こ
れ
以
前
一
に
初
函
免
疫
を
す
ま
し
た
が
追
加
一
号
い
い
ま
す
)
一
ず
・
い
な
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し

』恥

1
2
3、
喜
一
一
乙
の
と
こ
ろ
、
ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
一
星
通
違
反
な
ど
を
号
、
聞
い
一
②
警
告
、
安
全
教
育
一
は
月
曜
に
繰
り
下
げ
る
。
一
に
出
生
し
た
者
で
一

Z
E
免
疫
を
受
け
て
い
な
い
者
一

1
1
1
1
1
1
1」
一
ょ
う
。
ま
ぐ
ろ
も
た
い
へ
ん
お
い
し
い

予

も

お

別

れ

な

く

。

一

一

乙

2
2震
が
相
次
い
で
発
生
し
一
た
り
し
た
と
き
は
、
だ
れ
で
も
け
っ
一
検
挙
に
い
た
ら
な
い
も
の
で
有
一

Z
2
大

洲

市

公

会

堂

(

階

上

ソ

一

受

け

て

い

な

い

者

一

②

ジ

ブ

テ

チ

一

一

友

接

η〕
陪
サ
一
一
の
で
す
が
、
大
半
は
遠
義
芝
つ
で

-

一

一

一

一

一

一

一

-
F
U
晶
固

T

F】
置

E
‘」
d
M
E
'
-
一

ま
た
、
集
ま
っ
た
調
一
一
世
の
母
親
を
恐
怖
に
追
い
や
っ
て
い
ま
一
乙
う
で
す
か
ら
、
次
の
こ
と
を
で
き
一
内
容
に
応
じ
て
、
運
転
章
一
腫
い
一
毎
月
十
日
、
二
十
日
に
民
生
委
員
三
重
一
期
一
昭
和
年
小
学
校
入
学
予
室
戸
川
崎
川

1
:川
」
一
す
。
案
外
安
〈
て
栄
養
た
っ
ぷ
り
薬

害
、
当
会
の
選
考
会
に
か
け
て
一
一
す
。
乙

Eた
無
謀
ダ
ン
プ
カ
ー
を
し
一
る
だ
け
早
く
も
ぷ
り
の
霊
署
員
音
対
し
て
注
意
、
警
告
す
る
ほ
一
ん
に
C
出
席
議
い
、
心
配
色
と
相
談
一
昭
和
差
4
月
小
学
校
の
入
主
主
年
秋
に
警
受
け
て
い
な
一
ー
I

l

l

i

-

-

-

一
は
い
わ
し
で
す
し
、
ち
も
お
い
し
い

決
定
す
る
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
o

一
め
出
す
た
め
、
愛
媛
県
選
、
県
民
総
一
派
出
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
一
か
、
一
一
度
と
違
反
を
し
な
い
土
所
高
設
し
て
い
ま
す
が
占
一
干
日
一
定
者
で
昨
年
秩
の
接
種
差
け
な
一
い
者
、
た
た
し
、
幼
稚
闘
で
接
種
口
農
家
の
二
月
は
忙
し
す
で
す
o

そ
の
ほ
か
、
室
町
た

1

1

1

1ぐ
る

み

で

監

視

を

続

け

、

違

反

車

両

互

①

違

反

発

見

の

日

時

一

に

安

全

教

室

行

な

い

ま

す

。

一

に

は

法

務

局

大

洲

支

局

長

さ

ん

や

重

か

っ

た

者

一

室

ズ

け

る

者

を

除

く

。

一

ぃ

一

ら

、

あ

ん

乙

つ

な

ど

も

二

月

の

魚

と

い

-

一

②

運

反

発

見

の

場

所

一

O
勇
気
を
も
っ
て
通
報
制
度
に
C
協
力
一
さ
ん
、
そ
れ
に
民
生
委
員
さ
ん
に
も
お
一

O
料

金

十

円

一

O
斜
金
一
い
ち
が
い
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
そ
ら
一
え
ま
し
ょ
う
。

」
1
1
1
1
1
N
a引
パ
附
鍋
問
汁
斗
一
③
違
反
の
内
容
(
ど
ん
な
違
反
を
し
一
く
だ
さ
い
。
一
い
で
を
授
、
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
一

O
接
種
を
受
け
て
は
い
け
な
い
者
一
ジ
フ
テ
刀
ア
百
自
主
混
合
一
一
豆
、
え
ん
と
っ
、
た
ま
ね
ぎ
、
大
根
、
一
野
菜
は
、
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
少
な

ZF一字
色

合

鰯

~

二

た

か

)

一

他

人

の

違

反

を

警

察

に

通

報

す

る

一

い

て

お

り

ま

す

。

7、
有
熱
、
票
、
糖
尿
病
患
者
、
一
初
回
免
疫
百
五
十
円
玉
ん
ぎ
く
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
へ
の
一
い
季
節
で
す
が
、
ほ
つ
れ
ん
草
、
亘

¥

一

山

咋

務

今

全

判

V/-E下
昼
一
④
違
反
車
両

ω特
定
事
項
(
ナ
ン
パ
一
乙
と
は
、
人
情
と
し
て
し
の
び
な
い
一
人
権
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
心
一
心
臓
血
管
系
、
語
、
肝
臓
の
一
追
加
免
疫
五
十
円
一
迫
胞
を
お
忘
れ
な
く
。
麦
ふ
み
・
土
入
一
つ
な
、
さ
え
し
ゅ
ん
ざ
く
、
自

主

右

五

時

三

一

担

当

当

日

間

一

日

間

一

一

一

一

一

諮

問

諒

一

一

一

一

世

話

一

日

十

日

明

日

工

一

一

一

作

品

じ

一

一

一

一

一

一

訳

出

出

品

一

期

間

一

品

市

一O
通

報

の

万

法

一

せ

ん

。

一

気

軽

る

い

気

持

で

、

お

越

し

を

お

待

ち

一

ロ

、

ア

レ

ル

ギ

ー

体

質

や

け

い

れ

ん

一

O
日

程

な

ど

一

で

す

。

一

三

つ

葉

や

ふ

き

の

と

う

も

春

の

香

り

を

一

通

報

は

、

電

語

、

口

頭

、

文

書

そ

一

か

わ

い

い

登

園

姿

の

わ

が

子

を

魔

一

し

て

い

ま

す

。

一

性

体

質

の

者

一

大

洲
h

公
会
堂
一
一
般
家
庭
で
も
、
庭
木
の
周
囲
に
施
一
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
里
い
も
や
山

一
の
他
な
ん
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
(
一
の
輪
禍
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
全
県
(
社
会
福
祉
協
議
会
)
一
ハ
、
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
に
か
か
っ
一
一
胞
を
し
た
り
、
春
咲
き
草
花
の
種
ま
き
一
い
も
も
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
季
節
で
す
一

釧

ナ

ピ

ド

が

死

を

く

(2) 

れ

も

日

の市
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な
く
、

正
し

く

申県
民
告税

期
限
は

3
月
日
日

ア

危

そ

l) 

ツ

が

身

め
る
と
と
も
に
、
明
治
、
大
正
、
昭
一
す
。

和
の
三
代
を
底
ぬ
け
に
創
る
く
室
己
一
マ
応
募
資
格
1
誰
で
ち
ょ
い
。

る
彼
女
の
生
涯
に
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
一
マ
様
式
l
四
百
字
詰
原
稿
用
盤
二
枚

れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
た
び
、
お
一
以
内

は
な
は
ん
の
放
送
を
記
念
し
、
広
く
一
マ
締
切
1
3
月
初
日
(
当
日
消
印
有

感
強
文
学
募
集
し
、
よ
り
よ
い
郷
土
一
効
)

の
建
設
と
人
.
つ
く
り
に
役
立
て
る
一
マ
送
付
先
1
市
教
育
委
員
会
社
会
教

@

応

募

規

定

一

育

課

内

、

お

は

な

は

ん

感

想

文

募

マ
内
容
I
Hお
は
な
は
ん
と
大
開
υ

一

集

係

H

お
は
な
は
ん
の
人
間
像
υ
な
ど
一
く
わ
し
い
こ
と
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い

お
は
な
は
ん
に
つ
い
て
思
つ
こ
と
一
た
矢
く
か
、
社
会
教
育
課
へ
お
問
い
合

感
じ
た
こ
と
、
な
ん
で
も
結
構
で
一
わ
せ
く
吃
さ
い
。

を

‘7 
コ

ゆ

と

り

図
壷
園
田
ぽ
胤
日

珍
グ

I
ム
と
福
引
(
コ
ロ
ム
ビ
ア
一
L
動
物
の
冬
と
も
り
(
高
島
春
雄
)
凶
ア
刀
の
生
活
(
古
川
晴
男
)

ト
ッ
プ
・
ラ
イ
ト
)
一
丸
実
や
鏡
子
の
散
り
か
た
(
本
田
正
次
一
打
開
の
一
生
(
伊
藤
受
橘
)

禅
と
現
代
教
育
(
田
中
忠
雄
)
一
弘
私
た
ち
の
き
せ
つ
だ
よ
り
上
一
四
き
の
乙
mJ
研
究
室
(
広
江
勇
)

生
き
て
い
る
日
本
の
仏
教
(
闘
際
宗
一

ι私
た
ち
の
き
せ
っ
た
よ
り
下
一
四
ね
ず
み
の
話
(
岡
田
要
)

教
研
究
所
)
臼
本
近
代
の
新
し
い
見
一

ι家
畜
の
は
な
し
(
松
丸
志
摩
ニ
)
一
泊
私
た
ち
と
家
畜
(
松
丸
志
摩
三
)

方
(
一
フ
イ
シ
ャ
ワ
ー
)
王
ぼ
く
の
朝
顔
づ
く
り
(
篠
重
喜
八
)
五
す
ま
い
の
作
り
方
会
員
光
夫
)

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
(
一
叩
動
植
物
の
採
集
と
襟
窓
の
作
り
方
一
辺
山
の
斜
学
(
藤
本
冶
義
)

愛
媛
県
緑
化
推
進
委
員
会
)
一
ロ
星
座
十
一
一
カ
月
(
野
尻
抱
影
)
一

μ
か
ぴ
の
い
ろ
い
ろ
(
河
村
貞
之
助
)

教
育
の
森
6

(村
松
喬
)
一
日
台
風
の
は
な
し
(
和
達
清
夫
)
一
お
昆
虫
の
飼
育
室
(
石
沢
慈
鳥
)

震
媛
県
政
一
九
六
六
年
版
一

u一
ぼ
く
の
気
宍
観
測
(
毛
利
茂
男
)
一
%
風
(
根
本
順
吉
)

少
年
の
観
察
と
実
験
文
庫
一
日
光
と
色
(
吉
岡
修
一
郎
)
一
幻
空
気
の
実
験
(
井
上
高
一
)

ー
新
刊
図
書
案
内
i

沈
黙
(
遠
藤
周
作
)

日
本
の
歴
史
第
二
十
一
・
一
一
巻

ゼ
ギ
ュ

I
ル
夫
人
章
一
話
集
1
2
4

よ
ん
で
お
き
た
い
文
学
3
4
5
6

古
川
英
治
全
集
第
二
十
七
・
八
巻

徳
川
家
康
第
二
十
五
巻

世
界
文
学
全
集
第
二
十
二
巻

火
災
は
家
庭
か
ら

お
日
か
ら

春
の
予
防
運
動

一回
1
2
月
日
日

二
回
1
3
月
9
日

招


